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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和４年１１月１４日 

件 名 一本橋架け替えに伴う工事説明会の開催結果について 

所管部課名 道路公園整備室道路整備課 

内 容 

一本橋架け替えに伴う工事説明会を開催したので、以下のとおり報告す

る。 

１ 説明会開催の日時等 

（１）開催日時 令和４年１０月６日（木）

午後６時３０分～午後７時３０分 

（２）場  所 舎人第一小学校 第一体育館 

２ 参加者 

１２名 

３ 説明内容 

（１）架け替え理由・概要

（２）通行止め期間・迂回路

（３）工事スケジュール

４ 主な質疑 

Ｑ１：通行止めの際、歩行者や自転車は通行できるか。 

Ａ１：歩行者や自転車は通行可能。 

  Ｑ２：迂回路はどこになるのか。  

  Ａ２：適宜、誘導員が案内する。 

  Ｑ３：交通量が多いので、安全第一で進めてほしい。 

  Ａ３：誘導員を配置し、安全第一で進める。 

  Ｑ４：歩道の幅員が狭くなるのはなぜか。 

  Ａ４：警察との協議により歩車道の幅員を見直した。 

車道に路肩を設けることで、自転車が無理なく車道を通行でき

る幅員とし、自転車と歩行者の動線を分離した安全な計画とし

ている（次ページ「架け替え後の橋について」参照）。 
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（説明会資料より） 

（案内図） 

問 題 点 

今後の方針 
周辺環境や安全確保に留意しながら、工事を円滑に進めていく。 

舎人第一小 

一本橋 

埼玉県川口市 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和４年１１月１４日 

件   名 花畑川環境整備事業の取り組みについて 

所管部課名 
道路公園整備室道路整備課 

ガバナンス担当部ガバナンス担当課 

内   容 

花畑川環境整備事業の取り組み状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 第３回契約変更について 

（１）契約の相手方   株式会社東京三田組 

            代表取締役 三田 哲司 

            東京都足立区北加平町２１番２号 

（２）契 約 金 額 

変更回 時期 契約金額 変更額 

当 初 令3. 3 501,050,000円 ― 

1回目 令3. 7 505,582,000円 4,532,000円 

2回目 令3.10 621,277,800円 115,695,800円 

3回目 令4.10 994,084,300円 372,806,500円 

  計 493,034,300円 

（増加率98.4％） 

 ※ 契約金額には消費税を含む。 

（３）契約変更年月日  令和４年１０月１９日 

（４）契 約 番 号  ２足総契契第０１０５７１号 

（５）工 期 

変更回 工期 

当初～2回目 令和3年3月24日から令和5年11月20日まで 

3回目 令和3年3月24日から令和6年10月31日まで 

（６）工 事 箇 所  足立区辰沼二丁目１６番～神明二丁目８番先 

 

２ 花畑川環境整備その１工事の進捗状況について 

（１）工事の進捗状況（別紙１ Ｐ６参照） 

現在、軟弱地盤対策が完了し、地盤改良工を進めている。 

 

３ 過去の地盤調査結果について 

（１）調査場所 別紙２「調査位置図」のとおり（Ｐ７参照） 

（２）調査結果 別紙３～５「ボーリング柱状図」のとおり（Ｐ８～１１ 

参照） 
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４ 護岸の安全性について 

（１）安全性の検討 

別紙３、４、５「ボーリング柱状図」の標高約－４.００ｍ付近まで

堆積するシルト混じり細砂土層について、その一部が液状化を引き起こ

すと懸念される地層のため、液状化対策の検討を行った。 

以下（２）の基準に基づいた安定計算結果をもとに、液状化対策のた 

めの地盤改良工の範囲や深度を決定しており、耐震基準を満たした構造

とした。 

 なお、安全性検討イメージ図は別紙６（Ｐ１２参照）のとおり。 

（２）準拠した基準類 

ア 河川堤防の液状化対策の手引き 

イ 河川構造物設計基準（東京都建設局） 

ウ 陸上工事における深層混合処理工法設計・施工マニュアル 

エ 河川構造物の耐震性能照査指針・解説 

オ 道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編 

 

５ 第２回花畑川を考える会の開催について 

（１）日程 令和４年１１月２９日（火） 

（２）場所 佐野地域学習センター（佐野二丁目４３番５号） 

（３）内容 

  ア 追加補正予算、契約変更の経緯 

  イ 現在の工事の状況について 

 

６ 工事契約額の大幅増加問題に関する調査結果及び再発防止策について 

（１）ガバナンス担当部による調査報告 

   別添資料「花畑川環境整備その１工事に関する工事契約額の大幅増加

問題に関する調査報告書及び概要」のとおり。 

（２）再発防止策 

   以下について、政策経営部、施設営繕部及び都市建設部と連携して、

今後具体的方策を検討していく。 

  ア 精度の高い予算要求を行うための対策（案） 

  （ア）これまでは、詳細設計を行いながら予算要求を行っていたが、今

後は、設計金額が確定してから予算要求を行う。 

  （イ）工事の難易度や影響度等を鑑み、必要に応じて第三者による事業

費や実現性の確認を行う。 

  イ 技術力を補うための対策（案） 

（ア）専門性の高い職員の育成や外部人材の活用等の人事対応を行う。 

（イ）係長が適切に管理、指導できる組織を構築する。 

（ウ）工事の難易度や影響度を鑑み、工事監理等の外部委託を活用す 

る。 

問 題 点 

今後の方針 

 その１工事以降の花畑川環境整備工事については、全体計画を精査の上、 

議会に報告しながら、進め方を決定していく。 
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別紙１

～令和４年９月完了
③軟弱地盤対策

～令和５年１０月頃
⑥盛土工

～令和４年１１月頃
④地盤改良工

～令和６年１０月頃
⑦護岸工

泥土に安定処理材
を添加する

建設重機が乗れる
地盤を作る

 散策路部が地滑り
を起こさないように
する

 護岸下の補強を行
う

 土が崩れないよう
に保護する

 土が河川の水で
流されないよう保
護する

 将来の散策路部へ

土を盛る

③軟弱地盤対策 施工状況

現在施工中

④地盤改良工 施工状況

※雪見橋（西側）から富士見歩道橋（東側）にむけて撮影 ※雪見橋（西側）から富士見歩道橋（東側）にむけて撮影
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花畑川環境整備その１工事 ボーリング調査位置図 

ボーリング No.3 

(別紙 5) 

ボーリング No.2 

(別紙 4) 

ボーリングNo.1 

(別紙 3) 

別紙 ２ 

花畑川環境整備その１工事施工範囲 

7



8



9



 

10



11



12



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和４年１１月１４日 

件 名 開発許可の審査基準策定に伴うパブリックコメントの実施結果について 

所管部課名 建築室開発指導課 

内 容 

開発許可の審査基準（以下「審査基準」という。）の策定に伴うパブリ

ックコメントの実施結果について、以下のとおり報告する。 

１ パブリックコメントの概要 

（１）意見募集の期間

令和４年９月１日（木）～令和４年９月３０日（金）

（２）周知方法及び閲覧場所

ア あだち広報８月２５日号にて事前告知、意見募集の期間中におい

てはホームページ及びＳＮＳにより周知。 

イ 開発指導課、区民事務所、中央図書館、区政情報課、政策経営課

の各窓口にて資料を閲覧、配布。 

ウ 全日本不動産協会東京都本部城東第一支部及び東京都宅地建物取

引業協会足立区支部との連絡会において、審査基準の概要を説明。 

２ パブリックコメントの結果 

  審査基準の策定に対する足立区への意見・要望はなし。 

３ 今後の予定 

年 月 内 容 

令和 4年 11月 審査基準の策定・公表 

令和 4年 12月 

～令和 5年 3月 
ホームページ等による周知

令和 5年 4月 審査基準の運用開始 

問 題 点 

今後の方針 

令和５年度からの運用開始に向け、審査基準の内容について窓口及び

ホームページ等により周知を行っていく。
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和４年１１月１４日 

件 名 花畑二丁目生コン工場への対応状況について 

所管部課名 
建築室開発指導課 

環境部生活環境保全課 

内 容 

花畑二丁目生コン工場（以下「工場」という。）の対応状況について、

以下のとおり報告する。 

１ 現地調査について 

令和４年９月２２日（木）午前７時３０分から午前９時まで、開発指

導課と生活環境保全課が現地調査を実施。次のとおり、交通安全や周辺

への騒音等に配慮した操業が行われていることを確認した。 

・ 午前８時前の砂、セメント等搬入車両の入場・出場 延べ４台

砂利の搬入車両の出入り なし

・ 通学時間帯（午前７時３０分～午前８時３０分）における西側区

道の生コン車の通行 延べ１１台

・ 交通誘導員の配置 北側２名 西側２名

・ 工場稼働時の騒音測定を実施、砂利の投入なし

測定地点 場 所 
測定値(dB) 

(8：05～8：24) 

① 北側道路 68 

② 西側道路 62 

③ 南側道路 62 

④ 東側道路 65 

（環境基準は５０dB） 

［位置図・測定地点図］ 

花畑二丁目

花畑六丁目

生コン
工場 

Ｎ 

② 

③ 

④ 

①

【凡例】 

西側区道 

①～④ 測定地点
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２ 工場による工場周辺騒音測定について 

令和４年９月３０日（金）、生コン工場が行った周辺の騒音測定に生

活環境保全課が同行し、以下の確認を行った。 

（１）早朝の状況を把握するため、測定時刻を午前９時から午前８時

３０分に変更。 

（２）前頁１と同じ測定地点での測定を確認し、測定値は５０～５５dBで

あった。 

３ 工場に対する違反指導について 

令和４年９月９日（金）に区へ提出された建築基準法第１２条第５項

に基づく報告（令和４年９月２９日建設委員会報告済み）を受け、区よ

り工場へ指導文を通知し、改めて違反是正に向けた指導を行った。 

・ 段階的な移転計画等の是正計画を３年以内に作成し、区へ提出す

ること。

・ 工場の操業、作業による近隣への粉塵、騒音、振動対策を徹底し、

一層の対策に努めること。

・ 工場関係車両は法定速度を厳守することはもとより、歩行者の横

断、すれ違いの際には停止するなど交通安全に特段の注意を払い、

児童・生徒の通学時間帯には北側及び西側出入口に交通誘導員の

配置を徹底すること。

問 題 点 

今後の方針 
引き続き関係所管と連携して、当該工場に対して必要な指導を継続する。 

15



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和４年１１月１４日 

件 名 居住支援の取組み状況について 

所管部課名 
建築室住宅課 

高齢者施策推進室地域包括ケア推進課 

内 容 

令和４年１０月２１日（金）に開催した第５回足立区居住支援協議会に

ついて、以下のとおり報告する。 

１ 第５回足立区居住支援協議会の開催結果 

（１）開催日時

令和４年１０月２１日（金）午後２時～午後３時３０分

（２）議事内容

ア あだちお部屋さがしサポート事業の実績及び進捗について

イ 令和４年度の居住支援の取組みについて

ウ 新たな居住支援について

（３）議事内容についての主な意見や質疑と今後の対応案等

主な意見・質問 今後の対応案

昨年度の成約件数等より、今

年度の成約件数が少ない具体的

な理由と今後の進め方を教えて

ほしい。

 昨年度は事業開始当初に伴い、

中・長期で困っていた方へ紹介が

できた。今年度は、真に困ってい

る配慮者が減っている様に感じる。 

 今後は、成約に至らなくても相

談者に適切な場所へ繋げるよう寄

り添って対応していく。 

高齢に加え身体的な障がいが

あり、施設入居の必要性が見込

まれる相談者は福祉部門と連携

が必要ではないか。

これまでも福祉部の地域包括ケ

ア推進課職員がヒアリングに同席

し、相談者に寄り添った対応を

行っている。今後も連携体制を継

続して取組んでいく。 

様々な居住支援法人があるな

かで、区として信頼できる法人

と連携を行ってほしい。

 居住支援法人ごとに、特徴があ

るので精査して連携を進めていく。 

問 題 点 

今後の方針 

 足立区居住支援協議会でいただいた意見を踏まえ、相談者及び家主の双

方に対して、より効果的な周知を図り、さらなる成約に向けて事業を実施

する。 

16


	0 建設 報告 表紙
	01-1 建設 報告【道路整備課】一本橋説明会 
	02-1 建設 報告【道路整備課】花畑川環境整備事業の取り組みについて【20221107修正】
	02-2 建設 報告【道路整備課】別紙１工事の進捗状況【20221107追加】
	02-3 建設 報告【道路整備課】別紙２調査位置図【20221107追加】
	02-4 建設 報告【道路整備課】別紙３４５ボーリング柱状図【20221107追加】
	02-5 建設 報告【道路整備課】別紙６安全性検討イメージ図【20221107追加】
	03-1 建設 報告【開発指導課】開発許可審査基準策定
	05-1 建設 報告【住宅課】居住支援の取組み状況

